
東海村まち・ひと・しごと創生推進会議 次第

日 時 令和６年９月２４日（火） 14時から

会 場 東海村役場５階 原子力視察研修室

１ 開 会

２ 座長あいさつ

３ 協議事項

（１）総合戦略の進捗及び交付金の評価

（２）人口ビジョン

（３）新たな総合戦略の骨子

４ そ の 他

５ 閉 会

１
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（１）総合戦略の進捗及び交付金の評価

評価案に委員意見を評価コメントとして付して確定

〇評価の方法

（１）委員各自での検討

（２）意見交換

座長の共有意見をいただき，意見交換の記録とあわせ，評価コメントを作成

（３）まとめ

・関心がある取組，目標，事業
・良い点，改善が必要な点

〇評価の形式

２班のグループワーク

①基本目標の取組
②数値目標
③交付金事業

３つのパートに分けて意見交換

〇進め方

どの取組みに対しての意見かを述べてから発表

事務局が意見を分類して記録

ワークシートを使い，意見整理
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（１）総合戦略の進捗及び交付金の評価

グループワークの時間配分の目安

検討事項 各自検討 意見交換 時間小計

基本目標 ５分 ２５分 ３０分

数値目標 ５分 １０分 １５分

交付金事業 ５分 １０分 １５分

時間合計 ６０分
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➢ 現時点では、人口ビジョンの改訂にあたり，令和 2 年 3 月改訂版の内容を踏まえ，下記の構成とすることを想定しています。

➢ また，「Ⅳ 人口の将来展望」の提示にあたり，出生・移動に関する仮定値を算出し，将来的に本村が目指すべき将来の人口

規模を展望します。

Ⅰ 東海村人口ビジョンの位置づけ

※令和 2 年 3 月改訂版の内容の通り。

Ⅱ 本村の人口に関する基礎データ

※令和 2 年 3 月改訂版の内容に加え，実勢値を最新版に更新。

Ⅲ まち・ひと・しごと創生に係るアンケートの結果の抜粋

※新たな地方版総合戦略の策定にあたり，住民意向を調査したアンケート結果の抜粋。

Ⅳ 人口の将来展望

※令和 2 年 3 月改訂版の内容に加え，人口減少段階の分析

（２）人口ビジョンについて
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➢ 社人研推計によれば、2050年の総人口は33, 173人になるとされています（2020年比12.5%減少） 。

➢ 2050年の高齢化率は 36.1％と、2020年比で10.8％増になると推計されています。

人口総数と年齢３区分別人口の推移

出典： 総務省統計局「国勢調査」、社⼈研「将来⼈⼝推計（令和５（2023）年推計）」
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➢ 合計特殊出生率 は，1988年以降に低下し，その後一定水準が確保され，2008年に1.76まで上昇しましたが，近年では概ね

低下傾向が見られ，2022年には1.44となっています。

合計特殊出生率の推移について

合計特殊出生率の推移
（人）

2.08

※2012年までは厚生労働省「人口動態統計特殊報告」，2013年以降は東海村資料
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➢ 社人研推計と村の合計特殊出生率1.44が維持された場合の推計を比較した結果，村の方が下回りました。

➢ 今後、将来推計やアンケート調査結果等に基づく分析を踏まえて仮定値を設定し，推計値を検討していきます。

村の現在の合計特殊出生率が維持された場合の村の総人口の推移と長期的な見通し

村の総人口の推移と長期的な見通し（村の合計特殊出生率1.44が継続した場合）
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（３）新たな総合戦略の骨子について

新たな総合戦略について，令和６年５月２７日の東海村まち・ひと・しごと推進会議でお示しした内容は以下のとおり

 計画期間
2025年度~2029年度（５年間）

 策定時期
2025年３月（予定）

 内容（次頁の地方版総合戦略 の策定 ・効果検証のための手引き」（令和５年１２月版） 」も御参照くださ

い）
• 国の方針や人口ビジョンの内容を勘案し，国の示す４つの取組（地方に仕事をつくる/人の流れ

をつくる/結婚・出産・子育ての希望をかなえる/魅力的な地域をつくる）基本として，地方創
生を進めるための，基本的な考え方や方向性を示す。

• これまでの取り組みにデジタルの力を活用して継承・発展させるため，「とうかい“まるごと”デ
ジタル化構想」の内容等を含め，地方創生とデジタルを融合した計画とする。

• 地域の抱える課題解決を図るため，「地域ビジョン（東海村が目指すべき理想像）」を新たに
記載する。

• 基本目標ごとに施策の充実や重要業績評価指数（KPI）の見直しを実施する。

⚫ 国の「デジタル田園都市国家構想総合戦略」の策定を踏まえ，「東海村人口ビジョン（令和２年３月改
訂版）」「東海村まち・ひと・しごと創生総合戦略【第２期】2020-2024」を改訂し，新たな人口ビジョン・総
合戦略を策定する。

⚫ 新たな総合戦略は，「デジタル田園都市国家構想交付金」の活用を見据えて，策定を進める。
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（３）新たな総合戦略の骨子について

地方版総合戦略の策定・効果検証のための手引き（令和5年12月版）より抜粋
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➢ 国（内閣府）が示す「地方版総合戦略 の策定 ・効果検証のための手引き」に基づき計画書を作成すると，以下の構成となる。

（３）新たな総合戦略の骨子について

デジタル田園都市構想総合戦略の策定

前期総合戦略の総括と人口ビジョンの分析

地域ビジョン

目標と基本的方向

具体的な施策

策定の趣旨，位置付け，期間，目標設定，進行管理

・第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略の概要と総括
・人口ビジョンで示された人口減少問題への対応

地域が目指すべき理想像

（１）デジタルの力を活用した地方の社会課題解決・魅力向上
①地方に仕事をつくる
②人の流れをつくる 例）「関係人口の創出」に関する取組
③結婚・出産・子育ての希望をかなえる
④魅力的な地域をつくる

（２）デジタル実装の基礎条件整備
①デジタル基盤整備
②デジタル人材の育成・確保
③誰一人取り残されないための取組

各目標に数値目標の設定

① 地方に仕事をつくる
② 人の流れをつくる 例）シティプロモーションの推進
③ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる
④ 魅力的な地域をつくる
⑤ ①～④の施策をデジタルの力を活用した支援，発展

各施策にKPI（重要業績評価指標）を設定

項目 主な内容



11

４ その他 今後の予定

⚫座長の選出

⚫新たな総合戦略の策
定

⚫人口の現状

⚫総合戦略の進捗及び
交付金の評価（案）

新たな総合戦略策定までの進め方を以下のとおり示します。※予定は変更の可能性があります。

主な
予定

第１回
（5/28開催）

パブリックコメント等

主な
議題

第４回
（２月開催）

第３回
（11月下旬，12月上

旬開催）

第２回
（9/24開催）

⚫総合戦略の進捗及び
交付金の評価

⚫人口ビジョン

⚫総合戦略の骨子

⚫人口ビジョン

目指すべき将来推計

⚫総合戦略

・地域ビジョン

・基本目標

・具体的な施策

・数値目標

⚫策定した新たな総合
戦略について

主な
検討事項
（検討の視点）

総合戦略の進捗及び
交付金の評価（案）
に関して疑問等あれ
ば，後日質疑応答し，
次回評価を行う。

総合戦略の進捗及び
交付金の評価につい
て

人口ビジョンを踏まえ
た総合戦略の内容につ
いて

特に、人口動態を踏ま
えた地域ビジョン、基
本目標、具体的な施策
の設定について

全体の最終確認


